







































注目されている。そこで本研究では、IL-21 isoform transgenic マ
ウス（IL-21 isoTG: IL-21より低活性であるが同様の機能を持つIL-
21 isoform をT 細胞特異的に発現させたマウス）を用いて、大腸炎
発症におけるIL-21の関与について解析を行った。




























































































































































































































































































































44.2％のpeak が誘発された。ESとMS によるpeak の潜時差はTM
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